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平成 28年５月 10日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 オ ー プ ン ハ ウ ス 

住 所 東京都千代田区丸の内二丁目４番１号 

代 表 者 名 代表取締役社長 荒 井 正 昭 

（コード番号：3288 東証第一部） 

問合わせ先 執行役員管理本部長 嶋 田 英 樹 

TEL. 03-6213-0776 

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 27年 11月 13日に公表した平成 28年９月期の第２四半期

及び通期の連結業績予想並びに配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

平成 28年９月期第２四半期連結業績予想数値の修正（平成 27年 10月１日～平成 28年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 107,000 11,200 10,700 6,900 121.94 

今回修正予想（Ｂ） 117,000 15,100 14,600 9,400 166.38  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 10,000 3,900 3,900 2,500 － 

増 減 率（％） 9.3 34.8 36.4 36.2 － 

(参考)前期第２四半期実績 
(平成 27年９月期第２四半期) 78,588 8,557 8,134 5,084 88.85 

 

（注）当社は、平成 27年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、前期第２四半期実績の「１株当

たり四半期純利益」を算定しております。 

 

平成 28年９月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年 10月１日～平成 28年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 240,000 25,000 24,000 15,500 273.92 

今回修正予想（Ｂ） 245,000 29,000 28,000 18,000 318.60 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,000 4,000 4,000 2,500 － 

増 減 率（％） 2.1 16.0 16.7 16.1 － 

(参考)前期実績 
(平成 27年９月期) 179,317 21,300 20,294 12,637 222.07 
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（注）当社は、平成 27年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、前期実績の「１株当たり当期純

利益」を算定しております。 

 

（修正の理由） 

  平成 28年９月期第２四半期につきましては、戸建事業及び流動化事業において販売が想定を上回っ

て推移したことにより、業績が前回発表予想を上回る見込みとなりましたので連結業績予想数値を修

正するものです。 

また、平成 28年９月期通期につきましては、上記第２四半期連結業績予想数値の修正における増加

額等を通期の前回発表予想に反映し、連結業績予想数値を修正するものです。 

 

 

２．配当予想の修正 

平成 28年９月期配当予想の修正（平成 27年 10月１日～平成 28年９月 30日） 

 
年間配当金（円） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

(平成27年11月 13日発表) 

円 銭 

－ 

円 銭 

0.00 

円 銭 

－ 

円 銭 

40.00 

円 銭 

40.00 

今回修正予想 － 0.00 － 50.00 50.00 

当期実績 － － － － － 

前期実績 

(平成 27年９月期) 
－ 0.00 － 30.00 30.00 

 

（修正の理由） 

 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題と認識し、将来の事業展開と財務体質の強化等

を考慮しながら、安定した配当を継続実施していくことを基本方針としております。上記の基本方

針に基づき、この度の業績予想修正において親会社株主に帰属する当期純利益の修正に伴い、配当

予想を修正（増配）するものです。 

なお、期末配当につきましては、本年 12月開催予定の株主総会に付議させていただく予定です。 

 

※上記予想は、発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであ

り、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。  

 

以上 

 


